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はじめに

透析患者は足病変を発生しやすく、早期発見・治療・経過
観察は重要である。しかし、当院でのフットケアは全患者を
5名の看護師で行っているため、情報の共有が困難である。
そこで2017年4月からフットケアノート(以下ノート)を導入し
た。今回ノート記載を振り返り、活用が有効であったかを調
査したので報告する。



対象
• 2017年4月～2018年3月までに在籍した

全透析患者

延べ94名（糖尿病性腎臓病40名）



方法

• フットケアの際、患者カルテ中のチェックシートとは別に、
気になる情報をノートへ記入する。

チェックシートの記載項目

（日付・実施者・足背A触知・膝窩A触知・観察）

ノートへの記載項目

（日付・患者名・症状・処置・ドクター報告・他院紹介）

• 1年間の実績を集計する。（ノート記載の患者）

•透析室看護師に、ノートを1年間使用した感想を聞く。



フットケアチェック
シート

2016.4月～
全患者

毎月1回チェック



フットケアノート



結果 １

1年間の実績

・ノート記載症例 43件

・他院紹介 25/43件（皮膚科・循環器科）

・改善・完治 31/43件

・治療中(通院・入院) 12件（下肢切断2名）



結果 ２

透析室看護師の感想

・スタッフ間での情報交換がしやすくなった。

・患者への対応がスムーズになり、他院紹介がしやすくなった。

・経過観察が確実に行え、統一した処置ができるようになった。

・カルテを開かなくても足病変のある患者がわかりやすくなった。

・ノートに詳細を記載することにより、不備なく確認ができ迅速に

対応できた。

・治療の経過を写真で残しておけば、さらにわかりやすくなると思う。

以上のように好評な感想が多かった。



考察

ノートが全スタッフに好評であった理由として、一冊で足
病変のある患者を把握でき、スタッフ間で話し合う機会が
増えたことが考えられる。それによりドクター報告、確実
な処置、他院紹介がスムーズに行われ、足病変の悪化
を防ぎ、改善・完治に導くことができたからと思われる。

しかし2名の下肢切断に陥るケースもあったため、状態を
理解してもらえるような指導の工夫が必要と考える。

今後はノートがよりわかりやすいものとなるように、写真
も加えて活用をして行きたい。



結語

フットケアノートは、継続看護していく上で
必要と考える。
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